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（1） 

うらへ続く 

ろ う ふ く 

石
巻
労
福
協
は
地
域
公
共
交
通
を
学
ぶ
目
的
で

牡
鹿
半
島
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の

移
動
は
ミ
ヤ
コ
ー
石
巻
鮎
川
線
路
線
バ
ス
に
乗

車
し
、
目
的
地
ま
で
の
石
巻
地
域
公
共
交
通
は

人
口
減
少
や
少
子
化
な
ど
を
背
景
に
利
用
者
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
石
巻
地
域
は
広
い
範

囲
に
人
口
が
分
布
す
る
状
況
に
あ
り
、
移
動
ニ

ー
ズ
も
複
雑
化
し
て
い
る
な
ど
、
全
て
の
移
動

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
現
在
の
公
共
交
通
だ
け
で
は

カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
課
題
が
あ
る
。 

《
課
題
に
つ
い
て
》 

１
、
市
街
地
と
郊
外
地
に
お
け
る
公
共
交
通 

市
街
地
に
お
い
て
は
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
が
高
い
一
方
で
、
こ
れ
に
見
合
っ
た
利

用
に
繋
が
っ
て
い
な
い
な
ど
、
住
民
の
移
動
ニ

ー
ズ
に
適
し
て
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。 

２
、
市
街
地
に
公
共
交
通
の
不
便
な
地
域
が
存

在 

市
街
地
内
に
は
一
定
の
人
口
集
積
が
み
ら
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
が
低
い
エ
リ
ア
が
み
ら
れ
る
。（
大
街
道

地
区
、
渡
波
地
区
、
万
石
浦
地
区
な
ど
） 

３
、
住
民
バ
ス
等
の
利
用
が
低
迷 

郊
外
部
で
は
市
民
バ
ス
・
住
民
バ
ス
が
運
行

し
て
い
ま
す
が
、
曜
日
を
限
定
し
た
運
行
で
あ

る
こ
と
や
、
市
街
地
へ
の
移
動
に
乗
り
継
ぎ
を

要
す
る
こ
と
な
ど
利
便
性
が
高
く
な
い
こ
と
も

あ
り
、
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
。 

４
、
日
常
生
活
に
お
け
る
過
度
な
自
家
用
車
へ

の
依
存 

市
民
の
日
常
生
活
の
移
動
に
お
い
て
主
に
自

家
用
車
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
公
共
交
通
を
利

用
す
る
機
会
は
仙
台
市
へ
移
動
す
る
際
が
メ
イ

ン
で
あ
る
。
ま
た
、
高
校
生
の
通
学
手
段
に
お
い

て
も
、
登
校
時
の
通
学
手
段
と
し
て
通
常
時
は

約
２
割
が
家
族
等
の
送
迎
で
通
学
し
て
い
る
。 

５
、
高
校
生
に
お
い
て
通
学
等
で
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
が
未
整
備 

高
校
に
お
い
て
は
登
校
時
間
を
考
慮
し
た
ダ

イ
ヤ
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
路
線
バ
ス
が
運

行
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
要
因
と
し
て
、
高
校

生
の
５０
％
が
悪
天
候
時
の
通
学
手
段
と
し
て
家

族
等
に
よ
る
送
迎
を
選
択
し
て
い
る
な
ど
、
通
学

に
お
い
て
は
公
共
交
通
を
選
択
さ
れ
て
い
な
い

傾
向
も
み
ら
れ
ま
す
。 

６
、
移
動
に
制
約
の
あ
る
高
齢
者
層
に
公
共
交
通

が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
実
態 

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
免
許
保
有
割
合
は
減

少
し
、
自
由
な
移
動
手
段
を
持
た
な
い
層
が
増
加

す
る
一
方
で
、
６５
歳
以
上
の
免
許
保
有
者
の
う

ち
２．０
％
程
度
が
毎
年
免
許
を
返
納
し
て
お
り
運

転
免
許
の
非
保
有
者
は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
の
検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
様
な
課
題
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
地
域

公
共
交
通
の
必
要
性
や
利
便
性
の
向
上
・
利
用
者

数
の
増
加
に
対
し
て
何
が
必
要
な
の
か
を
、
参
加

者
皆
さ
ん
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。
石
巻
労
福
協
と
し
て
も
地
域

公
共
交
通
の
課
題
に
つ
い
て
市
政
へ
継
続
的
に

要
請
を
し
て
い
き
た
い
考
え
ま
す
。 

 

宮城交通グループは 

総合交通産業の運営を通じて 

『地域の活力あるまちづくり』 

を推進いたします！ 



（2） 2025 年 6 月 ろうふく ISHINOMAKI 

牡鹿半島ビジターセンターは三陸復興国立公園・牡鹿半島

エリアの自然環境や自然と共に生きる人々の暮らしについて

紹介する施設です。 

季節ごとの見どころやアクティビティなど、牡鹿半島を楽し

むための情報をたくさん発信し、エコツーリズム推進の拠点

となることを目指しています。 

企画展やクラフト体験、セミナーなども開催していますので、

ぜひ遊びに行ってみてください。 

 その他館内には、鯨肉が購入できる売店や、三陸沖でとれ

た新鮮なお魚を提供しているお寿司屋さんなどがございま

すので、足を運んでみてはいかがでしょうか？ 

おしか御番所公園は牡鹿半島の最先端にあり、公園中央の一番

高い位置には、六角形の展望棟があり、牡鹿半島の全景、金華山、網

地島、田代島、太平洋の大海原など、360 度の大パノラマの眺望が

楽しめます。江戸時代には仙台藩が外国船「唐船」の襲来に備えて

見張り所を設置していたことが、名前の由来になるほど眺めのいい

場所です。 

東日本大震災の際は潮が引いて、金華山までの海底が現れ、牡

鹿半島と金華山は陸続きのようになり、その後津波が襲来しまし

た。公園内の建造物にも被害が出ましたが、2014年 4月には全面復

旧して現在に至り、一年を通じて多くのバイクツーリング達が訪れ

ます。 

おしかホエールランドはクジラの生態や特徴、牡

鹿半島における鯨文化を紹介する施設です。 

館内には日本有数のマッコウクジラや貴重なコクク

ジラの骨格標本が展示されています。そして大画面

の迫力あるシアターでは自分も一緒にクジラと泳い

でいるような感覚を味わいながら、クジラについて

学ぶことができます。 

鯨文化エリアでは、捕鯨産業で賑わう鮎川の映像

写真とともに、クジラの捕獲・解体に使用されていた

捕鯨銛や包丁などの道具が展示されており、捕鯨の

町鮎川で受け継がれてきたクジラと人とのかかわり

を知ることができます。 

東日本大震災により長く休館したホエールランド

ですが、よりいっそうクジラと捕鯨文化を体験でき

る施設として、不思議の多いクジラが待つ大海原へ

と出向いたします。 

おしか御番所公園展望棟

おしかホエールランド

牡鹿半島ビジターセンター


